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村
民
並
び
に
関
係
の
皆
様
に
は
い
つ
も
当
事
務
所
の
砂
防
事
業
実
施
に
格
別

の
ご
協
力
を
頂
き
、
特
に
昨
年
５
月
に
は
天
竜
川
上
流
で
の
洪
水
・
土
砂
災

害
に
備
え
た
水
防
演
習
及
び
大
規
模
土
砂
災
害
対
応
演
習
に
ご
参
画
頂
い
た

こ
と
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
小
渋
川
砂
防
出
張
所
管
内
の
砂

防
事
業
及
び
入
谷
地
区
で
の
直
轄
地
す
べ
り
対
策
事
業
等
、
当
事
務
所
の
進

め
て
お
り
ま
す
様
々
な
事
業
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
建
設
業
の
皆
様
に
も

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

直
轄
砂
防
事
業
を
１
９
３
７(
昭
和
１
２)

年
に
小
渋
川
流
域
で
開
始
し
て
今

年
で
７
７
年
と
な
り
ま
す
。
人
間
で
言
え
ば
喜
寿
で
は
あ
り
ま
す
が
、
安

全
・
安
心
確
保
の
た
め
の
営
み
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
当
事
務

所
と
し
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
い
て
天
竜
川
上
流
域
に
お
い
て
治

水
砂
防
行
政
の
面
か
ら
社
会
・
経
済
を
支
え
る
べ
く
努
め
て
参
っ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
年
は
当
事
務
所
に
と
っ
て
も
お
そ
ら
く
三
六
災
害
に
次
い
で
大

き
な
変
化
の
年
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

日
本
で
最
も
美
し
い
村
の
1
つ
・
大
鹿
村
の
貴
重
な
歴
史
文
化
が
生
き
生
き

と
保
た
れ
る
よ
う
、
き
ち
ん
と
し
た
事
業
展
開
に
裏
打
ち
さ
れ
た
情
報
発
信

を
心
掛
け
、
皆
様
と
ご
一
緒
に
後
世
に
評
価
頂
け
る
仕
事
を
す
る
べ
く
、
事

務
所
・
出
張
所
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹 賀 新 年
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国土交通省中部地方整備局

天竜川上流河川事務所

小渋川砂防出張所

小渋川支部安全協議会

今回のくろゆり通信では、年始のご挨拶と大鹿村内で実施している工事などについて紹介致します。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
竜
川
上
流
河
川
事
務
所
長

中
谷

洋
明

二
０
一
四
年

元
旦

現在、⼩渋川砂防出張所管内にて施⼯中の９件の⼯事について、現場の代表者へ⼯事⽬的や特徴、苦労した点などについて質問をして
みました。今回はその中の４件について紹介します。聞いてみた

現場代表者に (上)

 平成２４年度　天竜川水系
　　　　　　　　女高護岸工事

 平成２５年度　天竜川水系
　　　　入谷地すべり抑制工事

 平成２５年度　天竜川水系
　沢戸３号、４号床固補強工事

 平成２５年度　天竜川水系
　　小渋管内ＣＣＴＶ設備工事

現場での苦労や課題は？ 地域の皆様へ一言！

　直径３．５ｍの集水井を深さ１８ｍと２１ｍ
各１基掘削し、そこから集水のためのボーリ
ングを行い、地下水を集め取り除き斜面の
安定をはかる工法です。

　地すべり地帯の工事なので、軟弱な地盤・地質の箇所が
多く地山の肌落ちや岩盤掘削等で苦労しました。また、横方
向へ70m以上に渡りボーリング削孔を行う作業においては、
視認できない地中を如何にして真っ直ぐに掘り進めるかが課
題となり、削孔箇所の周囲にモルタルを注入し固めることで
精度確保に努めました。

　早期に完成できるよう努力してまいります
ので、今後もご理解、ご協力よろしくお願い
します。

　本工事は、古くなった護岸直す工事です。
この護岸工事の特徴として、ｺﾝｸﾘ ﾄーの使用
量が少なく、自然石の合端から生まれる適
度な隙間が、動植物の良好な生息空間を
生み出し、より自然に近い工法です。

　現況の地形・植生を保存する為、使用する機械に制
限があり、小型機械・人力併用で環境を乱さないよう
に心掛け施工を行っています。

　工事中ご迷惑をお掛けしております。現
在、進捗率約50％のところです。安全を第
一に考え、無事故・無災害で工事完成を迎
えられるよう施工して参りたいと思います今
後も、ご協力お願い致します。

工事名／会社名／現場代表者

　長年にわたる河川流水や一緒に流れる砂
礫等の浸食により床固工が損傷したため、
水通し部に厚さ５cmのゴム製品を設置し、
床固工を補強する工事です。

　当社としては初めて使用する製品（工法）であり、
日々試行錯誤の連続です。古い床固工を取り壊す際
にどうしても騒音が発生してしまうため、最短期間で終
わらせるよう努力しています。

　工事中は周辺の方々に大変ご迷惑をお
かけしますが、安全第一を念頭に工事を進
めてまいりますので、皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。

　堰堤や渓流の状況を監視するカメラ装置
の設置を行なっています。 監視カメラにより
リアルタイムな河川状況を確認する事がで
き水害や土砂災害による重大な被害を未
然に防ぐことを目的としています。

　工事期間が冬期となるため、降雪量や路面の凍結
には十分注意し、１日でも早く工事が完成できるよう施
工してまいります。

　工事期間中は一部通行規制を行なう場
所があり、地域の皆様方には大変御迷惑を
お掛け致しますが安全第一に勤めてまいり
ますので、ご理解とご協力のほど宜しくお願
い致します。

なにをする工事ですか？

春日 茂樹

大蔵 廣光

堀内 隆浩

谷口茂士


